
                         

                         

                         

                         

 2月１３日～１５日の3日間、友好交流町の越知町より４４名の元気な児童が本町に来町されました。

本町では自然探検やスキー体験、ソリ遊びやバナナボート等で冬季のスポーツを体験し、本町５年生 

１１名と様々な交流を図りました。また、紋別市でのガリンコ号乗船と旭山動物園見学をした越知町児

童は１５日無事帰宅いたしました。 

寒さを吹き飛ばす、交流体験の一部を写真で報告いたします。 

 

    

１３日はガリンコ号体験搭乗。 

 

   

             その他、流氷科学センターで学びました。 

～ 気温５度の越知町から、－１５度のオホーツクへようこそ ～ 

越知町の児童は－１５度でも皆元気です！ 



                         

                         

                         

                         

 

   

１４日は早朝より自然探検（タオル回し等）と、再会のセレモニーです。 

   

 スキー体験と交流は大変盛り上がりました。滝上の児童は立派なスキーの見本ができました。 

   

クライマックスはソリ滑りとバナナボート、スノーラフティング。 

   


